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購買管理 

メニュー 

・・・・・・ 

・・・・・・ 

購買管理(Requisition-to-Invoice) 

相見積管理（RfQ Management） 

見積依頼案件（RfQ Topic） 

見積回答伝票（RfQ Response） 

見積回答未完成レポート（RfQ Unanswered） 

見積回答伝票明細レポート（RfQ Response） 

購買依頼管理(Requisition Management) 

購買依頼伝票（Requisition） 

・・・・・・ 

・・・・・・ 

 購買管理は主に以下のメニューから構成されている。 

購買管理メニュー 

見積依頼伝票（RfQ） 

購買依頼伝票から発注伝票作成（Create PO from Requisition） 

未発注の購買依頼伝票明細レポート（Open Requisitions） 

発注管理(Purchase Order Management) 

発注伝票（Purchase Order） 

入荷管理(Material Receipt Management) 

入荷伝票（Material Receipt） 

入荷伝票明細レポート（Material Receipt Details） 

仕入請求管理(Invoice (Vendor) Management) 

仕入請求伝票（Invoice (Vendor)） 

請求一括作成伝票（Invoice Batch） 

照合管理(Matching Management) 

発注－入荷－請求照合（Matching PO-Receipt-Invoice） 

発注照合伝票（Matched Purchase Orders） 

請求照合伝票（Matched Invoices） 



NRIオープンソリューションセンター Copyright© Nomura Research Institution, Ltd. All rights reserved. 

購買管理 

 入請求伝票は五伝票制の伝票会計の仕入
伝票に相当する。 

 仕入請求伝票には費用の認識、債務の管
理、消費税の計算などの役割がある。 

 請求書照合伝票には仕入先から請求されてい
る品目が入荷されているかどうか、仕入請求伝
票明細と入荷伝票明細を突き合わせて確認す
る役割がある。請求照合伝票が転記された時に、
「平均請求単価(Average Invoice)」と、「最終請求
単価(Last Invoice)」が更新される。 

 入荷伝票の完成時に在庫が増加する。伝票
を完成させるまでに、検品や入荷の確認を入
出荷確認伝票を使用して記録しておく事がで
きる。 

 発注照合伝票には発注した品目が入荷され
ているかどうか、発注伝票明細と入荷伝票明
細を突き合わせて確認する役割がある。発注
照合伝票が転記された時に、「平均発注価格
(Average PO)」と、「最終発注単価 (Last PO 
Price)」が更新される。 

伝票 

購買管理概要 

 iDempiereの購買管理は、「発注伝票(Purchase Order)」、「入荷伝票(Material Receipt)」、「仕入請求伝票(AP Invoice)」、「発注照合伝票(Matched Purchase Orders)」、

「請求照合伝票(Matched Invoices)」の５つの伝票を中心に、必要に応じて「購買依頼伝票(Requisition)」や「入出荷確認伝票(Ship/Receipt Confirm)」などを使用して行

われる。iDempiereの購買管理を活用するためには、それぞれの伝票の役割と伝票間の結びつきを理解する事が大切である。ここでは、主に購買管理で使用する伝

票の役割と、伝票間の結びつきを説明する。※矢印は伝票間の結びつきを表しているのであり、業務フローを表しているわけではないので注意すること。 

発注伝票 
（Purchase Order） 

発注照合伝票 
（Matched PO） 

入荷伝票 
（Material Receipt） 

請求照合伝票 
（Match Invoice） 

仕入請求伝票 
（AP Invoice） 

基本的な仕訳 

借方 貸方 
基本的な役割 

仕訳なし 

 発注伝票は発注状況、入荷状況、仕入先か
らの請求状況を把握する事ができる。発注伝
票の作成は必須ではないが、発注伝票を作
成する事により、管理レベルが向上する。在
庫管理を行う場合は、発注伝票を作成する事
を推奨する。 

伝票 基本的な役割 

見積依頼伝票 
（RfQ） 

見積回答伝票 
（ RfQ Response） 

 はじめての商品を仕入れる際には、複数の仕入先から見積もりを取得する事があるだろう。iDempiereではそのような

同一商品の複数仕入先からの見積の管理を「相見積管理(RfQ Management)」で行う。 

 相見積管理では、「見積依頼案件(RfQ Topic)」で、見積を依頼する案件と、見積依頼をする仕入先のリストを作成する。

見積依頼案件は「見積依頼伝票（RfQ）」で使用され、見積依頼案件にリストされている仕入先に見積依頼をメール送信

する事ができる。見積依頼伝票から見積回答伝票をプロセスで一括作成する事ができる。見積回答伝票はステータス

管理され、見積を依頼している仕入先からの見積回答があったかどうか管理する事ができる。 

 複数の見積回答伝票から商品を仕入れる条件の良い見積回答伝票を選択し、発注伝票を作成する事ができる。 

※RfQ = Request for Quotations 

 

伝票 基本的な役割 

購買依頼伝票 
（Requisition) 

 「購買依頼伝票(Requisition)」は、購買部のような会社全体の購買活動を一括して行う組織がある場合に、他の部署

から物やサービスの購入を受け付ける伝票として使用する。購買依頼伝票を作成する人は仕入先を意識する事無く欲
しい物やサービスを購買依頼伝票に入力すれば良い。仕入先をどこにするのか判断するのは購買部の責任となり購
買部では他部署で作成した購買依頼伝票に、仕入先の情報を付加して発注伝票を作成する事になる。 

伝票 基本的な役割 

入出荷確認伝票 
（ Ship/Receipt 

Confirm) 

 入出荷確認伝票は、倉庫の搬入と搬出の際の各種確認業務を記録するために使用する。そのため販売管理（出荷
処理）と購買管理（入荷処理）の両方で使用する。購買管理では主に入荷時の検品の記録に使用する。 

発注入荷差異オフセット ‐円 発注入荷差異 ‐円 

商品 
（棚卸資産勘定） 

500円 
 
未請求買掛金 
 

500円 
 

未請求買掛金 500円 仕入仮勘定 500円 

仕入仮勘定 
仮払消費税 

500円 
25円 

買掛金 
 

525円 
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購買管理 

見積依頼伝票 

見積依頼案件(RfQ Topic) _ □ × 

クライアント* 株式会社OpenBiz 組織* 本社 

見積依頼案件 

説明 

相見積管理／相見積管理の概要と見積依頼案件 

名称 

  アクティブ 

  セルフサービス 

印刷書式 

見積依頼者 

見積依頼案件 

取引先 取引先住所 

取引先担当者 

クライアント* 株式会社OpenBiz 組織* 本社 

  アクティブ 

申請日付 解除日付 

見積品目制限 

品目 品目カテゴリ 

クライアント* 株式会社OpenBiz 組織* 本社 

  アクティブ 

見積依頼案件 

説明 

 はじめての商品を仕入れる際には、複数の仕入先から見積もりを取得する事があるだろう。iDempiereではそのような同一商品の複数仕入先からの見積の管理を

「相見積管理(RfQ Management)」で行う。 相見積管理では、「見積依頼案件(RfQ Topic)」で、見積を依頼する案件と、見積依頼をする仕入先のリストを作成する。見

積依頼案件は「見積依頼伝票（RfQ）」で使用され、見積依頼案件にリストされている仕入先に見積依頼をメール送信する事ができる。見積依頼伝票から見積回答伝

票をプロセスで一括作成する事ができる。見積回答伝票はステータス管理され、見積を依頼している仕入先からの見積回答があったかどうか管理する事ができる。 

 複数の見積回答伝票から商品を仕入れる条件の良い見積回答伝票を選択し、発注伝票を作成する事ができる。 

見積品目制限 Restriction 

 「見積品目制限タブ(Restriction)」は「見積依頼者(Subscriber)」タブで指定した取引先に、見積を依頼する品目を制限したい場合

に使用する。この制限がされていない場合は、取引先はすべての品目に対して見積を提出する事ができる。 

見積依頼者 Subscriber 

   「見積依頼者(Subscriber)」タブでは、相見積の取得先となる取引先と、取引先住所、取引先担当者の情報を入力する。選択され

た取引先担当者の「ユーザー(User)」情報に設定されているメールアドレスは、見積依頼に関係するメールを送信するために使用

される。 

取引先がWeb経由で申し込んできた場合は、「申請日付(Subscribe Date)」と「解除日付(Opt-out Date)」が更新される。 

「見積依頼案件(RfQ Topic)」ウィンドウでは、見積依頼する案件を管理する。 

見積依頼案件 Topic 

 見積案件の基本情報を入力する。Webを経由でこの見積案件に申込みできるようにしたい場合は「セルフサービス(Self-

Service)」フラグをONにする。見積の案件内容を固有の「印刷書式(Print Format)」を使用してプリントアプトしたい場合は、印刷書式

フィールドを使用する事ができる。 

相見積管理の基本操作フロー 

見積回答伝票 

発注伝票 

受注伝票 

仕入先A  

仕入先B  

仕入先C  

取引先 仕入先Ａ 価格 500 

  採用見積 

見積依頼案件登録 

① 相見積を取得する「見積依頼案件」を登録する。 

② 「見積依頼案件」をもとに「見積依頼伝票」を作成する。 

③ 見積依頼伝票の「見積回答依頼及び見積回答伝票作成(Create & Invite)」プロセスを実行し、見積依頼を仕入先にメール送信するとともに、「見積回答伝票」を作成する（仕入先から見積が来たらすぐに見積回答伝

票に入力できるように準備する）。 

④ 仕入先より見積が送られて来たら、見積回答伝票に入力する。 

⑤ 見積回答伝票を「見積回答伝票を完成にする(Check Complete)」プロセスを実行して完成されると、見積依頼伝票の「見積回答をランク付けする(Rank Responses)」プロセスを実行することにより、見積回答伝票をラン

ク付けする事ができる。 

⑥ 見積回答伝票の「採用見積(Selected Winner)」フラグをＯＮにして、採用する見積を選択すると、それをもとに、見積依頼伝票の「発注伝票作成(Create Purchase Order)」プロセスを実行する事により、発注伝票を作成

する事ができる。 

⑦ 見積依頼伝票の「取引先(Business Partner )」フィールドに受注先となる取引先を入力し、「マージン(Margin %)」フィールドに利益率を入力して、「受注伝票作成(Create Sales Order)」プロセスを実行する事により、見積

価格に利益を上乗せした価格で、受注伝票を作成する事ができる。 

⑧ 相見積の一連の取引が完了したら、見積依頼伝票の「見積依頼クローズ処理(Close RfQ)」プロセスを実行する。見積依頼クローズ処理プロセスを実行する事により、見積依頼伝票と見積回答伝票が編集できなくな

る。 

 

見積依頼案件 案件Ａ 

１ 

2 

 見積回答依頼及び 
見積回答伝票作成 

見積回答を 
ランク付けする 3 

3 

4 

4 

4 

見積回答伝票を 
完成にする 5 

伝票番号 1000101 

5 

6 

発注伝票作成 受注伝票作成 6 

6 

7 

7 

5 6 8 

見積依頼クローズ処理 8 
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購買管理 

相見積管理／見積依頼伝票 

見積依頼伝票（RfQ） 

_ □ × 

クライアント* 株式会社OpenBiz 組織* 本社 

見積依頼伝票 

説明 

名称 

  アクティブ 

伝票番号 

見積依頼伝票明細数量 

見積依頼案件 

社内担当者 

見積依頼タイプ 

クライアント* 株式会社OpenBiz 組織* 本社 

  見積総量 

計量単位 数量 

見積依頼伝票明細 

品目 
属性セット 

インスタンス 

クライアント* 株式会社OpenBiz 組織* 本社 

  アクティブ 

見積依頼伝票 

説明 

コメント 

  招待仕入先のみ   セルフサービス 

  回答受付 回答日付 

納品(予定)日数 

作業開始(予定)日 

作業終了(予定)日 

通貨 

 見積回答依頼及び 
見積回答伝票作成 

見積回答をランク付
けする 

- 取引先 

ユーザー 

取引先 

マージン％ 

取引先住所 

受注伝票 受注伝票作成 

発注伝票作成 
既存伝票から 

明細行をコピーする 

見積依頼 
クローズ処理   セルフサービス 

行番号 

コメント 

納品(予定)日数 

作業開始(予定)日 

作業終了(予定)日 

  アクティブ 

見積依頼伝票明細 

  見積依頼数量 基準価格 

  購入数量 採用提示額 

  申入れ数量 申入れ額 

マージン％ 

見積依頼伝票 RfQ 

見積依頼伝票明細 Line 

見積依頼伝票明細数量 Quantity 
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購買管理 

相見積管理／見積回答伝票 

見積回答伝票（RfQ Response) 

_ □ × 

クライアント* 株式会社OpenBiz 組織* 本社 

見積回答伝票 

説明 

名称 

  アクティブ 

見積依頼伝票 

見積回答伝票明細価格 

取引先 取引先住所 

クライアント* 株式会社OpenBiz 組織* 本社 

価格 割引％ 

見積回答伝票明細 

クライアント* 株式会社OpenBiz 組織* 本社 

  アクティブ 

見積依頼伝票明細 

説明 

コメント 

  セルフサービス 回答日付 

納品(予定)日数 

通貨 

作業終了(予定)日 

価格 

見積回答の依頼を 
メール送信する 

見積回答伝票明細 

コメント 

納品(予定)日数 

作業開始(予定)日 

作業終了(予定)日 

  アクティブ 

見積依頼伝票 
明細数量 

ランキング 

ユーザー 招待 

作業開始(予定)日 

ランキング 

  採用可否 発注伝票 

見積回答伝票を 
完成にする 

  完成 

  処理済み 

  採用可否   セルフサービス 

見積回答伝票明細 

見積回答伝票 Response 

見積回答伝票明細 Response Line 

見積回答伝票明細価格 Response Quantity 

見積回答未完成レポート（RfQ Unanswered） 

見積回答未完成レポート _ □ × 

見積依頼案件 

見積依頼伝票 

回答日付 

  

－ 

完成されていない見積回答伝票を一覧表示する。 

見積回答伝票明細ポート（RfQ Response） 

見積回答伝票明細レポート _ □ × 

見積依頼案件 

見積依頼伝票 

  

条件に合致した見積回答伝票の明細を一覧表示する。 
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購買管理 

購買依頼管理／購買依頼伝票 

購買依頼伝票（Requisition) 

_ □ × 

クライアント* 株式会社OpenBiz 組織* 本社 

購買依頼伝票 

説明 

伝票タイプ* 

必要日付* 伝票日付* 

購買依頼伝票明細 

クライアント* 株式会社OpenBiz 組織* 本社 

購買依頼伝票 

説明 

コメント 

優先度* 

プライスリスト* 

明細行合計 

完成にする 

行番号* 10 

品目 

取引先 

料金タイプ 

依頼者* 

伝票ステータス 

  承認必要 

  処理済み 

購買依頼伝票 Requisition 

購買依頼伝票明細 Requisition Line 

伝票番号 

倉庫* 

-ステータス 

数量* 計量単位 

単価* 

行合計 発注伝票明細 

購買依頼伝票から発注伝票作成(Create PO from Requisition) 

未発注の購買依頼伝票明細レポート（Open Requisitions） 

 「購買依頼伝票(Requisition)」は、購買部のような会社全体の購買活動を一括して行う組織が

ある場合に、他の部署から物やサービスの購入を受け付ける伝票として使用する。購買依頼伝
票を作成する人は仕入先を意識する事無く欲しい物やサービスを購買依頼伝票に入力すれば
良い。仕入先をどこにするのか判断するのは購買部の責任となり、購買部では他部署で作成し
た購買依頼伝票に、仕入先の情報を付加して発注伝票を作成する事になる。 

購買依頼伝票から発注伝票作成 _ □ × 

購買依頼伝票 

組織 

倉庫 

伝票日付 

  伝票を１つにまとめる。 

取引先グループ 

  

－ 

必要日付 － 

優先度 

依頼者 

品目 

品目カテゴリ 

未発注の購買依頼伝票明細レポート _ □ × 

倉庫 

依頼者 

品目 

必要日付 

  

－ 

 購買依頼伝票明細には「品目(Product)」か「料金タイプ(Charge)」フィールドのどちらかを入力し、
そして「数量(Quantity)」、「単価(Unit Price)」を入力する。購買依頼伝票明細には「取引先
(Business Partner )」を選択するフィールドがあるが任意入力になっているので、購買依頼伝票を

起票した部署では入力せずに、購買部の担当者が入力するようにするなど、色々な運用方法が
考えられる。 

 未発注の購買依頼伝票明細レポートでは、まだ発注され
ていない購買依頼伝票明細が一覧表示される。 

 購買依頼伝票から発注伝票作成プロセスを実行すると、購買依頼伝票の情報をもとに、発注伝
票を作成する事ができる。 

 購買依頼伝票タブでは「伝票タイプ(Document Type)」と購買を依頼する物やサービスが必要となる「必
要日付(Date Required)」、伝票を起票した日を表す「伝票日付(Document Date)」、購買依頼の「依頼者
(User/Contact)」、「優先度(Priority)」、入庫する予定の「倉庫(Warehouse)」、「プライスリスト(Price List)」な
どを入力する。 

 購買依頼伝票(Requisition) ⇒ 指定した購買依頼伝票の情報をもとに発注伝票を作成する。 

 組織(Organization) ⇒購買依頼伝票を組織で絞り込んで発注伝票を作成する場合に、その組織を入力する。 

 倉庫(Warehouse) ⇒ 購買依頼伝票を倉庫で絞り込んで発注伝票を作成する場合に、その倉庫を入力する。 

 伝票日付(Document Date) ⇒購買依頼伝票を伝票日付で絞り込んで発注伝票を作成する場合に、その日付を入力する。 

 必要日付(Date Required) ⇒購買依頼伝票を必要日付で絞り込んで発注伝票を作成する場合に、その日付を入力する。 

 優先度(Priority) ⇒購買依頼伝票を優先度で絞り込んで発注伝票を作成する場合に、その優先度を入力する。 

 依頼者(User/Contact) ⇒購買依頼伝票を依頼者で絞り込んで発注伝票を作成する場合に、その依頼者を入力する。 

 品目(Product) ⇒購買依頼伝票を品目で絞り込んで発注伝票を作成する場合に、その品目を入力する。 

 品目カテゴリ(Product Category) ⇒購買依頼伝票を品目カテゴリで絞り込んで発注伝票を作成する場合に、その品目カテゴリを入

力する。 

 取引先グループ(Business Partner Group) ⇒購買依頼伝票を取引先グループで絞り込んで発注伝票を作成する場合に、その取引

先グループを入力する。 

 伝票を１つにまとめる(Consolidate to one Document) ⇒作成する発注伝票を可能な限り１つの伝票にまとめたい場合に使用する。 

 

 購買依頼伝票の取引先フィールドは任意入力となっている。そのため運用方法によっては購買依頼伝票の取引先フィールドは入
力されていないケースもある。そのような取引先フィールドの情報が入力されていない場合、発注伝票の取引先として入力されるの
は次の条件の取引先である。 

• 発注する「品目(Product)」マスタの「購買情報(Purchasing)」タブに設定されている「取引先(Business Partner )」で「現在の仕入先
(Current vendor)」フラグがONになっている取引先。 

• 現在の仕入先フラグがONになっている購買情報が複数ある場合には、最初に取得した購買情報の取引先となる。 

• 現在の仕入先フラグがONになっている購買情報が無い場合は、最初に取得した購買情報に設定されている取引先となる。 

   ※購買情報が１件も設定されていないとエラーになるので注意する事。 

   【補足説明】 取引先の情報が入力されていない購買依頼伝票から発注伝票を作成する際の取引先 
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購買管理 

発注管理／発注伝票 

 発注伝票は仕入先への発注を管理し、発注状況、入荷状況、仕入先からの請求状況を把握する事ができる。発注伝票の完成時に在庫の発注数量がその分増加し、
入荷伝票と照合した時に、発注数量が入荷した分減少する。発注伝票の作成は必ずしも必須ではないが、在庫管理している品目については管理レベルを向上させる
ためにも使用する事を推奨する。 

発注伝票(Purchase Order) 

発注伝票明細 

_ □ × 

クライアント* 株式会社OpenBiz 組織* 本社 

- 取引先情報 

 完成にする 

発注伝票 

取引組織 

伝票タイプ* 発注 伝票番号 POO-1000456 

発注日付* 20XX/4/10 入荷予定日* 20XX/4/16 

説明 

取引先* 仕入先Ａ 取引先住所* 取引先担当者 

-ステータス 

伝票ステータス* 草案 

クライアント* 株式会社OpenBiz 組織* 本社 

発注伝票* POO-1000456 

行番号* 10 

説明 

- 数量情報 

入力数量* 10 計量単位 個 

発注伝票 

発注伝票明細 

社内担当者* 担当者Ａ 

- 納品情報 

倉庫* 倉庫Ａ   直送販売 

直送先取引先 直送先住所 直送先担当者 

- 請求情報 

支払方法* 後払い 支払条件* 月末締翌月末払 

プライスリスト* 通貨* JPY 

明細行合計* 40,000 総合計* 2,000 

取引組織 

取引先 取引先住所 

品目* 品目Ａ 
属性セット 

インスタンス 

未入荷発注数量 0 入荷済数量 0 請求済数量 0 

発注数量 10 

- 金額情報 

入数単価* 1,000 単価 1,000 

税金情報 1-課税(5%) 割引率 0.0 

定価 1,000 

- 金額情報 

行金額* 10,000 

税額計算 

クライアント* 株式会社OpenBiz 

発注伝票番号* POO-1000456 

組織* 本社 

税金情報* 1-課税(5%) 

課税標準額* 40,000 税金* 2,000 

  税込価格 

税額計算 

Purchase Order 

PO Line 

Order Tax 

発注日付* 入荷予定日 

 発注伝票タブでは、主に「伝票タイプ」、「入荷予定日」、発注先の「取引先」、品目を入荷する予

定の「倉庫」を入力する。 

 発注伝票では「ベース伝票タイプ(Document Base Type)」が「POO-発注伝票(Purchase Order)」の

伝票タイプを使用する。伝票タイプに設定されている「サブ伝票タイプ(SO Sub Type)」により、発注

伝票に入力する情報(画面上に表示されるフィールド)と発注伝票の完成後の処理が異なる。 

 発注伝票明細タブでは、発注する品目と数量、金額の情報を入力する。 

 読取専用のタブになっており、編集する事はできない。消費税等は自動で計算される。税額計

算タブのデータは、税金情報マスタ単位で作成される。 

- 数量情報 

 入力数量(Quantity) ⇒ 計量単位に合った数量を入力する。 

 計量単位(Unit of Measure) ⇒数量換算設定がされている場合は、計量単位により入力数量

フィールドに入力すべき値が異なるので注意する事。 

 発注数量(PO Quantity) ⇒ 品目マスタに設定されている計量単位での受注数量。 

 未入荷発注数量(On Order Quantity) ⇒ 現在発注中の数量。 

 入荷済数量(Delivered Quantity) ⇒ 発注数量のうち入荷が完了している数量。 

 請求済数量(Quantity Invoiced) ⇒ 発注数量のうち仕入先から請求がされている数量。 

- 金額情報 

 入数単価(Price) ⇒ 「入力数量」に対応する単価。 

 単価(Unit Price) ⇒品目マスタに設定されている在庫管理単位での単価。 

 定価 (List Price) ⇒ プライスリストに設定されている定価が初期値として設定される。レポート

用の参照情報に使用する。 

 税金情報(Tax) ⇒ 消費税を選択する。品目マスタに設定されている税カテゴリに属し、有効日

付が注文日付より過去で直近の税情報マスタが自動的に初期値として設定される。 

 割引率(Discount %) ⇒ 単価と定価をもとに割引率を自動計算する。また割引率を入力する事

により、定価をもとに単価を計算する事もできる。 

 発注伝票は主に次の方法により作成する事ができる。 

 手入力（オペレーション処理） 

  →発注伝票ウィンドウで自ら発注伝票を起票する方法。 

 見積依頼伝票からの作成 
  →見積依頼伝票の「発注伝票作成(Create Purchase Order) 」プロセスにより発注伝票を作成

する方法。 

 購買依頼伝票からの作成 

  →「購買依頼伝票から発注伝票作成(Create PO from Requisitions)」プロセスにより発注伝票

を作成する方法。 

 受注伝票からの作成 

  →「受注伝票から発注伝票作成(Generate PO from Sales Order)」プロセスにより発注伝票を

作成する方法。 

 在庫補充プロセスからの作成 

 データインポートによる作成 

 受注伝票と発注伝票以外の伝票では伝票ステータスを「クローズ」にする事により、伝票ステータスを確定さ
せ、変更する事ができないようになるが、受注伝票と発注伝票については、クローズ処理の意味合いが他の伝
票と少し異なる。 

 例えば、発注伝票を完成の状態にし、入荷される前に、発注伝票をクローズの状態にすると、未入荷の分は
「品切れ発注数量Lost Sales Qty)」として認識される。 

 また、発注伝票と受注伝票以外の伝票はクローズにしても、次の業務処理が行えるようになっているが、発
注伝票と受注伝票については、クローズにすると次の業務処理に移る事ができない。具体的には発注伝票の
場合はクローズすると入荷処理が行えない。 

【補足説明】 発注伝票のクローズについて 

 標準機能には発注伝票で料金タイプを使用する事ができるが、運用上発注伝票で料金タイプを使用する事

は推奨しない。理由は次の通り。 

・購買管理では料金タイプを使用しなくても、経費タイプやサービスの品目マスタで代用できる。 

・料金タイプと品目マスタの両方を運用で使用すると運用ルールの切り分けや、操作が煩雑になる。 

・料金タイプの情報は、仕訳データには引き継がれないため、情報分析をする際に好ましくない。 

・料金タイプを使用した明細は、照合管理できない。 

【補足説明】 発注伝票での料金タイプの使用について 

明細行をコピーして作成（Copy Lines）プロセス 

明細行をコピーして作成 _ □ × 

発注伝票 

 発注伝票には以前に作成し発注伝票明細をコピーして、
明細行を作成する便利機能がある。 
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購買管理 

入荷管理／入荷伝票と入出荷確認伝票 

 iDempiereでは入荷の管理を「入荷伝票(Material Receipt)」と「入出荷確認伝票(Ship/Receipt Confirm)」を使用して行う。入荷伝票を完成させる事により、在庫数が増

加する。そのため在庫管理を行う品目については入荷伝票の作成は必須である。入荷伝票は必ず倉庫単位で作成される。これは入荷が倉庫という特定の場所で行
われる作業であり、入荷伝票の作成はその倉庫の担当者が行う事を想定しているためである。 

入荷伝票(Material Receipt) 

入荷伝票明細 

_ □ × 

クライアント* 株式会社OpenBiz 組織* 本社 

- 取引先情報 

入出荷確認伝票作成 

入荷伝票 

取引組織 

伝票タイプ* 入荷 伝票番号 MMR-1000321 

説明 

取引先* 得意先Ａ 取引先住所* 取引先担当者 

送料負担ルール* 送料込 

優先度* 中 

-ステータス 

移動タイプ* V+:入荷 

クライアント* 株式会社OpenBiz 組織* 本社 

入荷伝票* MMR-1000321 

行番号* 10 

説明 

- 数量情報 

入力数量* 10 計量単位 個 

社内担当者 担当者Ａ 

- 入荷情報 

倉庫* 倉庫Ａ 

  直送販売 

納品先取引先 納品先住所 納品先担当者 

取引組織 

発注伝票明細 POO-1000456_10 

保管場所* 倉庫Ａ保管場所 品目 品目Ａ 
属性セット 

インスタンス 

移動数量* 0 

移動日付* 20XX/4/16 転記日付* 20XX/4/16 

ピック/QA数量 0 目標数量 0 

確認済(正常品)数量 0 欠陥品数量 0 ズーム 

入出荷確認伝票(Ship/Receipt Confirm) 

入出荷確認伝票明細 

_ □ × 

クライアント* 株式会社OpenBiz 組織* 本社 

-ステータス 

入出荷確認伝票 

伝票番号 MCF- 確認No 

入出荷伝票 MMR- 

 完成にする 伝票ステータス* 草案 

クライアント* 株式会社OpenBiz 組織* 本社 

入出荷確認伝票 MIU-1000003 

説明 

目標数量 確認済(正常品)数量 

差異数量 欠陥品数量 

説明 

確認タイプ 

 入出荷確認伝票を使用する事により、入荷から検品などの色々な確認作業を記録しておく事ができる。入出荷確

認伝票は「確認タイプ（Confirmation Type）」により、確認作業を区分管理する。確認タイプが「ピック/QA確認」と「入

出荷確認」の入出荷確認伝票は、入荷伝票の伝票タイプの設定により自動作成する事ができる。入出荷確認伝票

を作成した入荷伝票は、入出荷確認伝票の伝票ステータスを完成にするまでは、入荷伝票の伝票ステータスを完成

にする事ができない。確認タイプにより入荷伝票明細の数量の更新処理が異なる。 

入荷伝票 Material Receipt 

入荷伝票明細 Receipt Line 

 入荷伝票タブでは、主に仕入先(入荷先)となる「取引先(Business Partner )」 と、入荷する「倉庫

(Warehouse)」の情報を入力する。「移動日付(Movement Date)」は入荷日を意味し、この日に在庫

が増えた事になる。 「転記日付(Account Date )」は、会計帳簿への記帳日付を意味し、入荷伝票

の自動仕訳がどの会計期間に属するのか決定する。「移動タイプ(Movement Type)」は読取専用

フィールドで変更する事はできないが、入荷伝票には「入荷(V+:Vendort Receipts)」が割り当てられ

ており、在庫取引管理台帳に記帳するキー情報となる。 

 入荷伝票明細タブでは、主に、「保管場所」、「品目」、「入力数量」を入力する。 

 既存伝票をもとに
明細行を作成 

入荷伝票をもとに 
仕入請求伝票を作成 

 完成にする 伝票ステータス* 草案 

発注伝票 POO-1000456 発注日付 20XX/4/10 

 入力数量(Quantity) ⇒ 計量単位に合った数量を入力する。 

 移動数量(Movement Quantity) ⇒ 入荷数量として在庫が増加する。入出荷確認伝票を使用

しない場合は、入力数量を品目マスタに設定されている「計量単位(UOM)」に換算した数量に

なる。入出荷確認伝票を作成した場合には、確認タイプが「ピック/QA確認 (PC:Pick/QA 

Confirm)」の場合は、入出荷確認伝票の確認済(正常品)数量の値に更新される。確認タイプ

が「ピック/QA確認(PC:Pick/QA Confirm)」の場合には、入出荷確認伝票の確認済(正常品)数

量と欠陥品数量を足した値に更新される。 

 ピック/QA数量(Picked Quantity) ⇒入出荷確認伝票の確認タイプが「ピック/QA確認」の場合に、

入出荷確認伝票の「確認済(正常品)数量」と同じ値に更新される。 

 目標数量(Target Quantity) ⇒入出荷確認伝票の確認タイプが「ピック/QA確認」と「ピック/QA

確認」の場合に、入出荷確認伝票の目標数量と同じ値に更新される。 

 確認済(正常品)数量(Confirmed Quantity) ⇒ 入出荷確認伝票の確認タイプが「得意先確認

(XC:Customer Confirmation) 」か「仕入先確認(XV:Vendor Confirmation)」の場合に、入出荷確

認伝票の「確認済(正常品)数量」と同じ値に更新される。 

 欠陥品数量(Scrapped Quantity) ⇒ 入出荷確認伝票の確認タイプが「ピック/QA確認」と「ピック

/QA確認」の場合に、入出荷確認伝票の欠陥品数量と同じ値に更新される。 

直送確認 
(Drop Ship Confirm) 

DS 

確認タイプ 定数 説明 

・ 入出荷確認伝票を完成させても、入荷伝票明細の数量は更新されない。 

ピック/QA確認 
(Pick/QA Confirm) 

PC 

・ 入出荷確認伝票明細の「目標数量」の値が、入荷伝票明細の「目標数量」に代
入される。 

・ 入出荷確認伝票明細の「確認済(正常品)数量」の値が、入荷伝票明細の「移動
数量」に代入される。 

・ 入出荷確認伝票明細の「確認済(正常品)数量」の値が、入荷伝票明細の「ピッ
ク/QA数量」に代入される。 

・ 入出荷確認伝票明細の「欠陥品数量」の値が、入荷伝票明細の「欠陥品数量」
に代入される。 

 

入出荷確認 
(Ship/Receipt Confirm) 

SC 

・ 入出荷確認伝票明細の「目標数量」の値が、入荷伝票明細の「目標数量」に代
入される。 

・ 入出荷確認伝票明細の「確認済(正常品)数量」と「欠陥品数量」を足した値が、
入荷伝票明細の「移動数量」に代入される。 

・ 入出荷確認伝票明細の「欠陥品数量」の値が、入荷伝票明細の「欠陥品数量」
に代入される。 

得意先確認 
(Customer Confirmation)) 

XC 
・ 入出荷確認伝票明細の「確認済(正常品)数量」の値が、入荷伝票明細の「確認
済(正常品)数量」に代入される。 

仕入先確認 
(Vendor Confirmation) 

XV 
・ 入出荷確認伝票明細の「確認済(正常品)数量」の値が、入荷伝票明細の「確認
済(正常品)数量」に代入される。 

【補足説明】 検品時に欠陥品があった場合の対応 

 「欠陥品数量」に入力した値は、入出荷確認伝票の完成時に棚卸伝票が作成され（伝票ステータス
は草案）、在庫数を調整する事ができる。しかしながら、受入の際の検品時に発見された欠陥品は、棚
卸伝票で在庫数量を調整するのではなく、正常品とは別に区分管理し、仕入先に返品するように処理
する方が一般的であろう。 
 iDempiereであれば、いったん全てのものを「確認済(正常品)数量」として受入れ、その後で欠陥品は

別の倉庫（もしくは別の保管場所）に在庫移動伝票で移動させ正常品とは区分し、仕入先返品伝票を
使用し返品処理する運用にするのも１つの方法である。 

 

【カスタマイズポイント】 欠陥品数量の取扱い 

 入荷の検品時に欠陥品が見つかった場合、通常は仕入先に返品し、正常品を再度入荷してもらうか、
返品した分、請求金額を減額してもらうだろう。 

 そのため、「欠陥品数量」に入力した値をもとに棚卸伝票を作成しないようにしたうえで、欠陥品数量
に入力した値を、自動で返品用の倉庫もしくは保管場所に移動させる在庫移動伝票を作成するか、仕
入先に返品する仕入先返品依頼伝票や仕入先返品出荷伝票を作成するなどのカスタマイズを施すの
も１つの方法だろう。 

入出荷確認伝票 Confirmation 

入力は特に必要なし。 

入出荷確認伝票明細 Line 

 目標数量(Target Quantity) ⇒入出荷伝票作成時に、入荷伝票明細の「移動数

量」の値が代入される。 

 確認済(正常品)数量(Confirmed Quantity) ⇒  確認した数量もしくは正常品の数量

を入力する。 

 欠陥品数量(Scrapped Quantity) ⇒ 欠陥品の数量を入力する。 

 差異数量(Difference)  ⇒ 目標数量 –  確認済(正常品)数量 － 差異数量 
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購買管理 

既存伝票をもとに明細行を作成(Create lines from) 

入荷伝票をもとに仕入請求伝票作成(Generate Invoice from Receipt)プロセス 

入荷管理／入荷伝票の便利機能 

入出荷確認伝票作成(Create Confirmation)プロセス 

入荷伝票をもとに仕入請求伝票作成 _ □ × 

  

プライスリスト 

請求伝票番号 

入荷伝票..既存伝票をもとに明細行を作成 _ □ × 

  

取引先 取引先A 

保管場所 倉庫Aの保管場所 

発注伝票 POO-1000023 

仕入請求伝票 

JAN/CPU/EAN 

  同じ倉庫の発注伝票のみ表示 

選択 数量 計量単位 保管場所 品目 

□ 10 個 倉庫Aの保管場所 品目A 

□ 10 個 倉庫Aの保管場所 品目B 

取引先品目キー 

ZK-001-XYZ 

PPB-226-43 

発注伝票 

10 

20 

RMA 請求伝票 

□ 20 個 倉庫Aの保管場所 品目C 123-456-789 30 

入出荷確認伝票作成 _ □ × 

  

確認タイプ* 

 入荷伝票の入荷伝票タブにある「既存伝票をもとに明細行を作成(Create lines from)」ボタンを押

すと、既に作成されている発注伝票明細もしくは仕入請求伝票明細の情報を参照して、入荷伝票

明細を作成する事ができる。 

 この方法で入荷伝票を作成すると、発注伝票もしくは仕入請求伝票との照合処理も行われる。 

 入荷伝票の入荷伝票タブにある「入荷伝票をもとに仕入請求伝票作成(Create Invoice from Receipt)」ボタンを押すと、入荷伝票の情報をもとに、仕入

請求伝票を作成する事ができる。この方法で仕入請求伝票を作成すると、請求照合も行われる。 

 入荷伝票の入荷伝票タブにある「入出荷確認伝票作成(Create Confirmation)」ボタンを押すと、確認タイプを選択して、入出荷確認伝票を手動で作成

する事ができる。 
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購買管理 

入荷管理／入荷伝票の自動仕訳 



NRIオープンソリューションセンター Copyright© Nomura Research Institution, Ltd. All rights reserved. 

購買管理 

仕入請求管理／仕入請求伝票 

  入請求伝票は五伝票制の伝票会計の仕入伝票に相当する。仕入請求伝票には費用の認識、債務の管理、消費税の計算などの役割がある。 

仕入請求伝票(AP Invoice) 

仕入請求伝票明細 

_ □ × 

クライアント* 株式会社OpenBiz 組織* 本社 

- 取引先情報 

仕入請求伝票 

取引組織 

伝票タイプ* 仕入請求 伝票番号 API-1000123 

発注伝票 POO-1000456 発注日付 20XX/4/10 

説明 

取引先* 仕入先Ａ 取引先住所* 取引先担当者 

クライアント* 株式会社OpenBiz 組織* 本社 

仕入請求伝票* API-1000123 

行番号* 10 

説明 

- 数量情報 

入力数量* 10 計量単位 個 

社内担当者 担当者Ａ 

取引組織 

発注伝票明細 0 

品目 品目Ａ 
属性セット 

インスタンス 
リソースアサイン 

請求済数量* 0 

請求日付* 20XX/4/30 転記日付* 20XX/4/30 

- 請求情報 

 完成にする 

-ステータス 

伝票ステータス* 草案 

支払方法* 後払い 支払条件* 月末締翌月末払 

プライスリスト* 購買用(税抜：JPY) 通貨* JPY 

明細行合計* 40,000 総合計* 2,000 

入金済み 

料金タイプ 

- 金額情報 

入力単価* 1,000 単価 1,000 

税金情報 1-課税(5%) 割引率 0.0 

定価 1,000 

- ステータス 

行合計* 10,000 説明のみ 

税額計算 

クライアント* 株式会社OpenBiz 

仕入請求伝票* API-1000123 

組織* 本社 

税金情報* 1-課税(5%) 

課税標準額* 40,000 税額* 2,000 

  税込価格 

仕入請求伝票 Invoice 

仕入請求伝票明細 Invoice Line 

 売上請求伝票タブでは、主に「伝票タイプ」、「請求日付(Date Invoiced)」、 「転記日付(Account 

Date )」、「取引先」、「プライスリスト」を入力する。 

 仕入請求伝票明細タブでは、主に「品目」、「入力数量」、「入力単価」を入力する。「品目」の代わ

りに「料金タイプ」を入力する事もできる。「品目」と「料金タイプ(Charge)」はどちらか一方しか入力

する事ができない。 

税額計算 Invoice Tax 

 支払済み(Paid) 

このフラグがONの場合、その仕入請求伝票の債務は支払済みの状態を意味する。OFFの場合

は未払いの状態を意味する。 

 読取専用のタブになっており、編集する事はできない。消費税等は自動で計算される。税額計

算タブのデータは、税金情報マスタ単位で作成される。 

 既存伝票をもとに
明細行を作成 

仕入請求伝票から 
入荷伝票作成 

入荷伝票明細 MMR-1000321_10 

仕入諸掛按分基準 

クライアント* 株式会社OpenBiz 

仕入請求伝票* API-1000123_10 

組織* 本社 

原価配分* 原価要素* 

- リファレンス 

入荷伝票 

品目 

入荷伝票明細 

仕入諸掛按分処理 

仕入諸掛 

クライアント* 株式会社OpenBiz 

仕入請求伝票* API-1000123_10 

組織* 本社 

品目 
属性セット 

インスタンス 

金額 数量 

ベース 原価要素 

仕入諸掛按分基準 Landed Costs 

  取得に係る費用などの仕入諸掛を按分する基準を設定する。 

仕入諸掛 Landed Cost Allocation 

 仕入諸掛の按分計算結果が表示される。 

【補足説明】 料金タイプと自動仕訳 

 品目の代わりに料金タイプを使用する際には、料金タイプの情報は自動仕訳には引き継が
れない事に注意する事。 
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購買管理 

既存伝票をもとに明細行を作成(Create lines from) 

仕入請求伝票から入荷伝票作成(Generate Receipt from Invoice)プロセス 

仕入請求管理／仕入請求伝票の便利機能 

仕入請求伝票から入荷伝票作成 _ □ × 

  

倉庫* 

仕入請求伝票..既存伝票をもとに明細行を作成 _ □ × 

  

取引先 取引先A 発注伝票 

仕入請求伝票 MMR-1000567 

選択 数量 計量単位 品目 

□ 10 個 品目A 

□ 10 個 品目B 

仕入先の品目コード 

ZK-001-XYZ 

PPB-226-43 

発注伝票 RMA 

□ 20 個 品目C 123-456-789 

 仕入請求伝票の仕入請求伝票タブにある「既存伝票をもとに明細行を作成(Create lines from)」

ボタンを押すと、既に作成されている発注伝票明細もしくは入荷伝票明細の情報を参照して、仕

入請求伝票明細を作成する事ができる。 

 この方法で仕入請求伝票明細を作成すると、発注伝票もしくは入荷伝票との照合処理も行われ

る。 

 仕入請求伝票の仕入請求伝票タブにある「仕入請求伝票から入荷伝票作成(Generate Receipt from Invoice)」ボタンを押すと、仕入請求伝票の情報

をもとに、入荷伝票を作成する事ができる。この方法で入荷伝票を作成すると、請求照合も行われる。 

入荷伝票 

10 

20 

30 

明細行をコピーして作成（Copy Lines）プロセス 

明細行をコピーして作成 _ □ × 

仕入請求伝票 

 仕入請求伝票には以前に作成し仕入請求伝票明細をコ
ピーして、明細行を作成する便利機能がある。 
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購買管理 

仕入請求管理／仕入請求伝票の自動仕訳 
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購買管理 

仕入請求管理／請求一括作成伝票 

請求一括作成伝票（Invoice Batch) 

_ □ × 

クライアント* 株式会社OpenBiz 組織* 本社 

請求一括作成伝票 

説明 

伝票番号 IB1000022 

伝票日付* 

請求一括作成伝票明細 

クライアント* 株式会社OpenBiz 組織* 本社 

請求一括作成伝票 IB1000022 

通貨* JPY 

制限金額 

請求伝票作成 

行番号* 10 

伝票タイプ* 伝票番号 

社内担当者* 

伝票金額 

  販売(ON)/購買(OFF) 

  処理済み 

-ステータス 

請求日付* 転記日付* 

取引先* 

説明 

取引先住所* 

ユーザー 

入力数量* 料金タイプ* 

入力単価* 

税金情報* 行合計 

税額* 税込行合計 

  税込価格 

請求伝票 請求伝票明細 

-ステータス 
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購買管理 

照合管理／発注照合と請求照合 

 iDempiereの「照合(Match)」とは、主に”発注伝票と入荷伝票を結びつける事”と”入荷伝票と仕入請求伝票を結びつける事”である。前者を”発注照合”と言い、後者
を”請求照合”と言う。発注照合は、発注した内容が間違いなく入荷されているか確認のために行う。請求照合は仕入先より請求されている内容の品目が間違いなく
入荷されているかどうか確認するために行う。発注照合を行うと”発注照合伝票”が作成され、請求照合を行うと“請求照合伝票”が作成される。 

発注‐入荷‐請求照合 _ □ × 

照合元 発注伝票 

検索モード 未照合 

取引先 仕入先A 品目 品目Ａ 

日付(From) 20XX/4/1 日付(To) 20XX/4/30 

伝票番号 日付 取引先 行 品目 数量 照合済み 

○ POO-1000011 20XX/4/10 仕入先A 10 品目Ａ 20 0 

○ POO-1000022 20XX/4/16 仕入先A 10 品目Ａ 10 0 

照合先 入荷伝票 

発注伝票 

  同取引先   同品目   同数量 

□ 伝票番号 日付 取引先 行 品目 数量 照合済み 

MMR-1000021 20XX/4/16 仕入先A 10 品目Ａ 20 0 

MMR1000028 20XX/4/20 仕入先A 10 品目Ａ 10 0 

入荷伝票 

照合元 20 照合 20 差異 0  プロセス 

  

  

発注伝票 
（Purchase Order） 

発注照合伝票 
（Matched PO） 

入荷伝票 
（Material Receipt） 

請求照合伝票 
（Match Invoice） 

仕入請求伝票 
（AP Invoice） 

発注照合の方法 

発注照合を行うには、主に次の３つの方法がある。 

 発注伝票を参照して入荷伝票を作成する。 

 発注伝票を参照して仕入請求伝票を作成する。 

 「発注－入荷－請求照合(Matching PO-Receipt-Invoice)」画面で発注伝票の照合を行う。 

請求照合の方法 

発注－入荷－請求照合 画面 

請求照合を行うには、主に次の４つの方法がある。 

 入荷伝票を参照して仕入請求伝票を作成する。 

 「発注－入荷－請求照合(Matching PO-Receipt-Invoice)」画面で入荷伝票仕入請求伝票を照

合する。 

 入荷伝票のプロセス「入荷伝票をもとに仕入請求伝票作成(Generate Invoice from Receipt)」

を実行して入荷伝票をもとに仕入請求伝票を作成する。 

 仕入請求伝票のプロセス「仕入請求伝票から入荷伝票作成(Generate Receipt from Invoice)」

を実行して仕入請求伝票をもとに入荷伝票を作成する。 

 

 発注照合伝票と請求照合伝票は、発注伝票で選択した伝票タイプのサブ伝票タイプの設定が「入
出荷受発注(WP: Warehouse Order)」や「請求受発注(WI: On Credit Order)」等の発注伝票の完成と同
時に入荷伝票や仕入請求伝票が自動で作成する場合には、一緒に作成される。 

   【補足説明】 その他の照合伝票の作成方法 

 入荷伝票作成時に、発注伝票を指定して行う方法は、発注した品目が倉庫に入荷され、入荷

伝票を作成する際に、該当する発注伝票が把握できる場合に行える。しかしながら、倉庫の入出

庫が多くなってくると、入荷伝票を作成する際に該当する発注伝票をすべて把握するのは困難に

なってくるだろう。そのような場合は、入荷伝票を作成した後で 「発注－入荷－請求照合」画面で

発注伝票との照合を行う事ができる。 

 

 仕入請求伝票作成時に、入荷伝票を指定する方法は、仕入先からの請求書を受け取り

iDempiereに伝票入力する担当者が、該当する入荷伝票を把握している場合に行える。しかしな

がら、伝票入力担当者が仕入の状況まで把握しているとは限らない。そのような場合は、仕入請

求伝票を作成した後で 「発注－入荷－請求照合」画面で入荷伝票との照合を行う事ができる。 

 発注伝票、入会伝票、仕入請求伝票をそれぞれ単独で作成した後で、「発注－入荷－請求照

合(Matching PO-Receipt-Invoice)」画面で照合する事ができる。この事により、iDempiereでは購

買管理の業務フローを柔軟に組み立てる事ができるようになっている。 

照合する伝票の抽出条件 

照合元フィールドで選択し伝票の、抽出条件に合致した伝票明細が表示される。 

照合先フィールドで選択し伝票の、抽出条件に合致した伝票明細が表示される。 

照合する明細を選択して、プロセスボタンを押す。 

※矢印は伝票の結びつきを表しているのであり、業務フローを

表しているわけではないので注意すること。 
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購買管理 

照合管理／発注照合伝票 

発注照合伝票(Matched Purchase Orders) 

_ □ × 

クライアント 株式会社OpenBiz 組織 本社 

- 照合伝票明細 

発注照合伝票 

伝票番号 MXP-1000050 

取引日付 20XX/5/31 転記日付 20XX/5/31 

発注伝票明細 POO-1000035_10 

入荷伝票明細 MMR-1000040_20 

仕入請求伝票明細 API-1000026_20 

- 照合品目数量 

品目 品目Ａ 
属性セット 

インスタンス* 
1000065 

数量 20 

- ステータス 

 転記  削除 

説明 

 発注照合伝票は発注伝票明細と入荷伝票明細、もしくは発注伝票明細と仕入請求伝票明細を

照合した際に作成される。発注した品目が、正しく入荷されたかどうか確認し、架空請求や過大

請求を防ぐ。 

発注照合伝票 Match PO 

価格差異許容範囲 0.0    承認必要 

   処理済み 

照合されている伝票の明細情報と品目、そして照合されている数量の情報が保持されている。 

  「在庫評価方法(Costing Method)」に「平均発注単価(A:Average PO)」と「最終発注単価(p:Last PO 
Price)」を選択している場合には、発注照合を行うと、「現在の原価(Current Cost)」が再計算され、更新
される。 

   【補足説明】 発注照合と「現在の原価(Current Cost)」の更新 

 発注伝票明細と、入荷伝票明細の照合を行う事により発注伝票明細の「未入荷発注数量(On 

Order Quantity)」フィールドが更新される。 

 発注照合の自動仕訳は「在庫評価方法(Costing Method)」に「標準原価(Standard Cost)」を採用していて、発注単価と「現在の原価(Current Cost)」との間に差異がある

場合に起票される。財務諸表への影響はない、標準原価と発注価格の差異を把握するための原価管理目的用の仕訳である。 

発注照合伝票の仕訳ロジック 

借方勘定科目 

エレメント(カラム) 

貸方勘定科目 
補足説明 

名称 エレメント(カラム) 名称 

P_PurchasePriceVariance_Acct 
発注入荷差異勘定 

(Purchase Price Variance) 
PPVOffset_Acct 

発注入荷差異オフセット勘定 
(PPV Offset) 

仕訳金額 = (発注単価－現在の原価)×数量 

ケース１：発注単価の方が現在の原価より高い場合（発注単価 ＞ 現在の原価） 

借方勘定科目 

エレメント(カラム) 

貸方勘定科目 
補足説明 

名称 エレメント(カラム) 名称 

- - - - 仕訳なし 

ケース２：発注単価と現在の原価が同額の場合（発注単価 == 現在の原価） 

借方勘定科目 

エレメント(カラム) 

貸方勘定科目 
補足説明 

名称 エレメント(カラム) 名称 

PPVOffset_Acct 
発注入荷差異オフセット勘定 

(PPV Offset) 
P_PurchasePriceVariance_Acct 

発注入荷差異勘定 
(Purchase Price Variance) 

仕訳金額 =(現在の原価－発注単価)×数量 

ケース３：発注単価の方が現在の原価より安い場合（発注単価 ＜ 現在の原価） 
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購買管理 

照合管理／請求照合伝票 

請求照合伝票(Match Invoice) 

_ □ × 

クライアント* 株式会社OpenBiz 組織* 本社 

- 照合伝票明細 

請求照合伝票 

伝票番号* MXI- 

取引日付* 転記日付 

入荷伝票明細* 

仕入請求伝票明細* 

- 照合品目数量 

品目* 品目Ａ 
属性セット 

インスタンス* 

数量* 20 

- ステータス 

 転記  削除 

説明 

 請求照合伝票は入荷伝票明細と仕入請求伝票明細を照合して、入荷した品目が正しく仕入先

から請求されているかどうか確認し、架空請求や過大請求を防ぐ。 



NRIオープンソリューションセンター Copyright© Nomura Research Institution, Ltd. All rights reserved. 

購買管理 

購買管理レポート／OpenStandia追加レポート 

発注伝票 
（Purchase Order） 

発注照合伝票 
（Matched PO） 

入荷伝票 
（Material Receipt） 

請求照合伝票 
（Match Invoice） 

仕入請求伝票 
（AP Invoice） 

1 

2 

3 

4 

業務確認用一覧レポート 

※矢印は伝票の結びつきを表しているのであり、業務フロー

を表しているわけではないので注意すること。 

１ 

２ 

３ 

４ 

入荷伝票明細と未照合の発注伝票明細レポート(Purchase Order Not Match Receipt) 

 伝票ステータスが「完成(CO:Complete)」の発注伝票で、入荷伝票明細と照合されていない
か、もしくは未照合残がある発注伝票明細を一覧表示する。 

発注伝票明細と未照合の入荷伝票明細レポート(Receipt Not Match Purchase Order) 

 伝票ステータスが「完成(CO:Complete)」か「クローズ(CL:Close)」の入荷伝票で、発注伝票
明細と照合されていないか、もしくは未照合残がある入荷伝票明細を一覧表示する。 

仕入請求伝票明細と未照合の入荷伝票明細レポート(Receipt Not Match Invoice) 

 伝票ステータスが「完成(CO:Complete)」か「クローズ(CL:Close)」の入荷伝票で、仕入請求
伝票明細と照合されていないか、もしくは未照合残がある入荷伝票明細を一覧表示する。 

入荷伝票明細と未照合の仕入請求伝票明細レポート(Invoice Not Match Receipt) 

 伝票ステータスが「完成(CO:Complete)」か「クローズ(CL:Close)」の仕入請求伝票で、入荷

伝票明細と照合されていないか、もしくは未照合残がある仕入請求伝票明細を一覧表示す
る。 

 購買管理では、発注伝票と入荷伝票もしくは仕入請求伝票、入荷伝票と仕入請求伝票の照合状

況を管理するのが大切である。そのため業務上照合状況が確認しやすいように、下記のレポート

を作成する事を推奨する。 

5 

５ 

仕入請求伝票明細と未照合の発注伝票明細レポート(Purchase Order Not Match Invoice) 

 伝票ステータスが「完成(CO:Complete)」の発注伝票で、仕入請求明細と照合されていない
か、もしくは未照合残がある発注伝票明細を一覧表示する。 
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購買管理 

請求照合伝票 

発注照合伝票 

発注伝票 

0 

購買管理(発注～仕入請求）基本操作フロー 

_ □ × 

伝票タイプ 発注伝票 

伝票番号 POO-1000011 

注文日付 20XX/4/10 納品予定日付 20XX/4/16 

取引先 仕入先A 得意先住所 本社 

倉庫 倉庫A プライスリスト 購買用(税別/JPY) 

明細 税額計算 

行番号 納品予定日付 倉庫 品目 数量 単価 税 行合計 

10 20XX/4/16 倉庫A 品目A 20 500 5% 10,000 

20 20XX/4/16 倉庫A 品目B 20 1,000 5% 20,000 

明細行合計 30,000 総合計 35,000 

発注書 

仕入先A 御中 発行日：20XX/4/10 
発注伝票番号:POO-1000011 

株式会社OpenzBiz 
〒123-456 東京都港区 
赤坂△丁目-○□× 

行 |    品目     |    数量  |   単価  |   合計 

10 |    品目A   |    20     |     500  | 10,000 

20 |    品目B   |    20      |  1,000 | 20,000 

小計 

消費税 

合計 

30,000 

1,500 

31,500 

発注伝票(Purchase Order)作成 

 発注伝票では、発注状況、入荷状況、仕入先からの請求状況を把握
する事ができる。発注伝票は以下の方法により作成できる。 

操
作
ス
テ
ッ
プ
5 

入荷伝票(Material Receipt)作成 

発注照合伝票 
(Matched PO)作成 

_ □ × 

伝票タイプ 仕入請求 

伝票番号 ARI-1000123 

請求日付 20XX/4/30 転記日付 20XX/4/30 

取引先 仕入先A 取引先住所 本社 

プライスリスト 購買用(税別/JPY) 支払条件 月末締翌月末払 

明細 税額計算 

行番号 品目 数量 単価 税率 行合計 

10 品目A 20 500 5% 10,000 

20 品目B 20 1,000 5% 20,000 

明細行合計 30,000 総合計 31,500 

仕入請求伝票(AR Invoice)作成 

請求照合伝票 
(Match Invoice)作成 

発注‐入荷‐請求照合 _ □ × 

照合元 請求伝票 

検索モード 未照合 

取引先 仕入先Ａ 品目 品目Ａ 

日付(From) 20XX/4/1 日付(To) 20XX/4/30 

伝票番号 日付 取引先 行 品目 数量 照合済み 

○ ARI-1000123_10 20XX/4/30 仕入先A 10 品目Ａ 20 0 

照合先 入荷伝票 

請求伝票 

  同取引先   同品目   同数量 

□ 伝票番号 日付 取引先 行 品目 数量 照合済み 

MMR-1000020 20XX/4/14 仕入先A 10 品目Ａ 10 0 

MMR1000028 20XX/4/20 仕入先A 10 品目Ａ 10 0 

入荷伝票 

照合元 20 照合 20 差異 0  プロセス 

発注‐入荷‐請求照合 _ □ × 

照合元 発注伝票 

検索モード 未照合 

取引先 仕入先A 品目 品目Ａ 

日付(From) 20XX/4/1 日付(To) 20XX/4/30 

伝票番号 日付 取引先 行 品目 数量 照合済み 

○ POO-1000011 20XX/4/10 仕入先A 10 品目Ａ 20 0 

○ POO-1000022 20XX/4/16 仕入先A 10 品目Ａ 10 0 

照合先 入荷伝票 

発注伝票 

  同取引先   同品目   同数量 

□ 伝票番号 日付 取引先 行 品目 数量 照合済み 

MMR-1000021 20XX/4/16 仕入先A 10 品目Ａ 20 0 

MMR1000028 20XX/4/20 仕入先A 10 品目Ａ 10 0 

入荷伝票 

照合元 20 照合 20 差異 0  プロセス 

_ □ × 

伝票番号 MPO-1000123 

取引日付 20XX/4/16 転記日付 20XX/4/16 

発注伝票明細 POO-1000011_10 

入荷伝票明細 MMR-1000021_10 

仕入請求伝票明細 

-照合伝票明細 

品目 品目A 
属性セット 

インスタンス 

数量 20 

-照合品目数量 

_ □ × 

伝票番号 MIV-1000123 

取引日付 20XX/4/30 転記日付 20XX/4/30 

仕入請求伝票明細 

MMR-1000021_10 入荷伝票明細 

ARI-1000123_10 

-照合伝票明細 

品目 品目A 
属性セット 

インスタンス 

10 

-照合品目数量 

_ □ × 入荷伝票 

伝票タイプ 入荷 

伝票番号 MMR-1000021 

移動日付 20XX/4/16 転記日付 20XX/4/16 

取引先 仕入先A 取引先住所 本社 

倉庫 倉庫A 

明細 

行番号 発注伝票明細 保管場所 品目 数量 

10 POO-1000011-10 倉庫A保管場所 品目A 20 

20 POO-1000011-20 倉庫A保管場所 品目B 20 

備考 

_ □ × 入出荷確認伝票 

明細 

行番号 入出荷伝票明細 目標数量 

10 MMR-1000021-10 10 

20 MMR-1000021-20 20 

伝票番号 MCF-1000543 

入出荷伝票 MMR-1000021 

 手入力（オペレーション処理） 

  →発注伝票ウィンドウで自ら発注伝票の情報を入力して作成する方法。 

 データインポート 

  →CSV形式などのデータをインポートして発注伝票を作成する方法。 

 受注伝票をもとに発注伝票作成（プロセス処理） 

  →受注伝票のデータをもとに、プロセス処理で発注伝票を作成する方法。 

 在庫補充（レポート&プロセス処理） 

  →在庫補充の設定をしておく事により、在庫数が基準に満たない品目をレポートで確認し、プロセス
処理で発注伝票を作成する事ができる。 

 購買依頼伝票から発注伝票作成（プロセス処理） 

  →購買依頼伝票のデータをもとに、プロセス処理で発注伝票を作成する方法。 

 入荷伝票の完成時に在庫が増加する。伝票を完成させるまでに検品
や入荷の確認を入出荷確認伝票に記録する事ができる。 
入荷伝票は主に次の方法により作成する事ができる。 

 手入力（オペレーション処理） 

  →入荷伝票ウィンドウで自ら入荷情報を入力して作成するか、発注伝票を選択して作成する方法。発

注伝票を選択して作成した場合は、入荷伝票の完成と当時に発注照合伝票が作成されるので、後
で発注照合を行う必要は無い。 

 入荷伝票を発注伝票を参照して作成しな
かった場合、発注‐入荷‐請求照合ウィンドウ

で発注照合を行う必要がある。発注照合と
は、発注伝票と入荷伝票の突き合わせ作業
であり、その記録が発注照合伝票になる。 
 

 発注照合を行う事により、「原価算定方法
(Costing Method)」に「最終発注価格(Last PO 
Price)」か「平均発注価格(Average PO)」を選

択していた場合には、原価が再計算され更
新される。 

 仕入先より請求書を受領したら仕入請求伝票を作成する。仕入請求伝票は五
伝票制の伝票会計の仕入伝票に相当し、費用の認識、債務の管理、消費税の
計算などの役割りがある。 仕入請求伝票は主に次の方法により作成する事が
できる。 

 手入力（オペレーション処理） 

  →仕入請求伝票ウィンドウで自ら仕入請求情報を入力して作成するか、発注伝票もしくは入荷伝票を

選択して作成する方法。発注伝票もしくは入荷伝票を選択して作成した場合は、仕入請求伝票の完
成と当時に、請求照合伝票もしくは発注照合伝票が作成される。そのため、後で請求書照合もしくは
発注書照合を行う必要はない。 

 データインポート 

  →CSV形式などのデータをインポートして仕入先請求伝票を作成する方法。 

 入荷伝票をもとに仕入請求伝票作成（プロセス処理） 

  →入荷伝票の情報をもとに仕入請求伝票をプロセス処理で作成する方法。入荷伝票の「入荷伝票を
もとに仕入請求伝票作成」ボタンを押す。 

 仕入請求伝票をもとに入荷伝票作成（プロセス処理） 

  →仕入先から送付されてくる請求書をもとに作成される仕入請求伝票から、プロセス処理で入荷伝票
を作成する方法。仕入請求伝票で「仕入請求伝票をもとに入荷伝票作成」ボタンを押す。 

 仕入請求伝票を入荷伝票を参照して作成
しなかった場合、発注‐入荷‐請求書照合ウィ

ンドウで請求照合を行う必要がある。請求照
合とは、仕入請求伝票と入荷伝票の突き合
わせ作業であり、その記録が請求照合伝票
になる。 
 
 請求照合を行う事により、 「原価算定方法
(Costing Method)」に「最終請求価格 (Last 
Invoice) 」 か 「 平 均 請 求 価 格 (Average 
Invoice)」を選択していた場合には、原価が
再計算され更新される。 

数量 

_ □ × 

 請求一括作成伝票は仕入請求伝票
の簡易入力機能で、商品の仕入れな
どが伴わない経費の支払いのために
仕入請求伝票を作成するのに利用す
る。 

_ □ × 経費精算伝票 

従業員が立て替え払いしている経費
を精算する経費精算伝票から仕入請
求伝票を作成する事ができる。 

入出荷伝票明細 

操
作
ス
テ
ッ
プ 
4 

操
作
ス
テ
ッ
プ 
3 

操
作
ス
テ
ッ
プ 
2 

操
作
ス
テ
ッ
プ 
1 

  

  

  

  

MMR-1000021_10 

MMR-1000021_20 

-ステータス 

仕入請求伝票 

-ステータス 

  支払済み 

請求一括作成伝票 

 【その他の仕入請求伝票の作成方法】 

確認タイプ 入出荷確認 

入出荷確認伝票 
（ Ship/Receipt Confirm） 

既存伝票をもとに明細作成 入荷伝票をもとに仕入請求伝票作成 

発注番号 POO-1000011 

既存伝票をもとに明細作成 仕入請求伝票をもとに入荷伝票作成 

ズーム 
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購買管理 

操
作
ス
テ
ッ
プ
3 

購買管理操作フロー／シナリオ1：都度請求 

 OpenBiz社は小規模な卸売業を営んでいる。OpenBiz社の仕入先である仕入先A社は、仕入の都度、商品と一緒に請求書を送付してくる。OpenBiz社では倉庫の搬入作業は、それほど頻繁には
無く、倉庫担当者は入庫時に発注伝票と照合しながら行う事ができる。 

シナリオ1 仕入先から仕入れの都度、商品と一緒に請求書が送付される都度請求のケース。 

操
作
ス
テ
ッ
プ 
2 

操
作
ス
テ
ッ
プ 
1 

発注伝票 _ □ × 

伝票タイプ 発注 

伝票番号 POO-1000011 

注文日付 20XX/4/10 納品予定日付 20XX/4/16 

取引先 仕入先A 得意先住所 本社 

倉庫 倉庫A プライスリスト 購買用(税別/JPY) 

明細 税額計算 

行番号 納品予定日付 倉庫 品目 数量 単価 税 行合計 

10 20XX/4/16 倉庫A 品目A 20 500 5% 10,000 

20 20XX/4/16 倉庫A 品目B 20 1,000 5% 20,000 

明細行合計 30,000 総合計 35,000 

発注書 

仕入先A 御中 発行日：20XX/4/10 
発注伝票番号:POO-1000011 

株式会社OpenzBiz 
〒123-456 東京都港区 
赤坂△丁目-○□× 

行 |    品目     |    数量  |   単価  |   合計 

10 |    品目A   |    20     |     500  | 10,000 

20 |    品目B   |    20      |  1,000 | 20,000 

小計 

消費税 

合計 

30,000 

1,500 

31,500 

発注伝票(Purchase Order)作成 

-ステータス 

入荷伝票(Material Receipt)作成 

_ □ × 入荷伝票 

伝票タイプ 入荷 

伝票番号 MMR-1000021 

移動日付 20XX/4/16 転記日付 20XX/4/16 

取引先 仕入先A 取引先住所 本社 

倉庫 倉庫A 

明細 

行番号 発注伝票明細 保管場所 品目 数量 

10 POO-1000011-10 倉庫A保管場所 品目A 20 

20 POO-1000011-20 倉庫A保管場所 品目B 20 

備考 

既存伝票をもとに明細作成 入荷伝票をもとに仕入請求伝票作成 

発注照合伝票 _ □ × 

伝票番号 MPO-1000123 

取引日付 20XX/4/16 転記日付 20XX/4/16 

発注伝票明細 POO-1000011_10 

入荷伝票明細 MMR-1000021_10 

-照合伝票明細 

品目 品目A 
属性セット 

インスタンス 

20 

-照合品目数量 

_ □ × 

伝票タイプ 仕入請求 

伝票番号 ARI-1000123 

請求日付 20XX/4/30 転記日付 20XX/4/30 

取引先 仕入先A 取引先住所 本社 

プライスリスト 購買用(税別/JPY) 支払条件 月末締翌月末払 

明細 税額計算 
行番号 品目 数量 単価 税 行合計 

10 品目A 20 500 5% 10,000 

20 品目B 20 1,000 5% 20,000 

明細行合計 30,000 総合計 31,500 

入出荷伝票明細 

MMR-1000021_10 

MMR-1000021_20 

仕入請求伝票 

-ステータス 

  支払済み 

発注番号 POO-1000011 

既存伝票をもとに明細作成 仕入請求伝票をもとに入荷伝票作成 

請求照合伝票 _ □ × 

伝票番号 MIV-1000123 

取引日付 20XX/4/30 転記日付 20XX/4/30 

MMR-1000021_10 入荷伝票明細 

ARI-1000123_10 

-照合伝票明細 

品目 品目A 
属性セット 

インスタンス 

10 

-照合品目数量 

数量 

仕入請求伝票(AR Invoice)の完成 

既存伝票をもとに明細行を作成 _ □ × 

  同じ倉庫の発注伝票のみ表示 

  

取引先 仕入先A 発注伝票 POO-100011 

保管場所 保管場所A 仕入請求伝票 

JAN/UPC/EAN 

□ 仕入請求伝票 保管場所 仕入先品目コード 行 品目 数量 RMA 

保管場所A 10 品目Ａ 20 

保管場所A 20 品目Ｂ 20 

  

  

入荷伝票をもとに仕入請求伝票作成 _ □ × 

  

プライスリスト 

請求伝票番号 

（１）発注伝票を伝票タイプ「発注」を使用して、完成さ
せる。発注書を印刷して、仕入先に送付（ＦＡＸ）する。 

（２） 「既存伝票をもとに明細行を
作成」ボタンを押し、入荷した発注
伝票とその明細を選択し、入荷伝
票を完成する。 

 「既存伝票をもとに明細行を作成」ボタンを押して、発注伝票とその明細を選択して、
入荷伝票明細を作成し、入荷伝票を作成すると、発注照合伝票が自動で作成される。 

 入荷伝票で「入荷伝票をもとに仕入請求伝票作成」ボタンを押して、仕入請求伝票
を作成し、完成にすると、請求照合伝票が自動で作成される。 

（３）入荷伝票を完成にした後で、「入荷伝票をも
とに仕入請求伝票作成」ボタンを押して、仕入請
求伝票を作成する。 

（４）「入荷伝票をもとに仕入請求伝票作成」ボタ
ンを押して作成した、仕入請求伝票を完成にす
る。 

 入荷伝票の完成時に在庫が増加する。入荷伝票作成時に、入荷伝票
明細と発注伝票明細とを結びつける事により、完成にする際に自動で
発注照合伝票が作成される。 

 「入荷伝票をもとに仕入請求伝票作成」により仕入請求伝票を作成する事で、仕入請求伝票明細と入荷伝票明細と
の結びつけが行われて、仕入請求伝票を完成にする際に自動で請求照合伝票が作成される。 

仕入請求伝票明細 

仕入請求伝票明細 

 発注伝票の「伝票タイプ（Document Type）」に「発注（ Purchase Order）」を

選択し、発注伝票を完成させ、発注書を印刷して、仕入先Ａに送付（ＦＡＸ）
する。 

  仕入請求伝票には、「支払済み（Paid）」フラグがあり、債務が未払いなの
か支払済みの状態なのか確認する事ができる。 
 債務を全額支払し支払消込が完了している場合は、支払済みフラグはON
になっている。 
 支払消込の情報は、「消込伝票明細(Allocation)」タブで確認する事ができ
る。 

【補足説明】 仕入請求伝票の支払済みフラグ 

消込伝票明細 
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出納帳明細 

_ □ × 

行番号 入金支払伝票 取引先 

10 ARR-1000033 得意先A 

アカウント ○銀行‐△支店-普1234567 

名称 

報告日付 20XX/5/31 

記帳前残高 100,000 

記帳残高 52,500 

説明 

記帳後残高 152,500 

出納帳 

記帳金額 

42,000 

取引金額 

42,000 

料金 

0 

利息金額 

0 

手数料明細 

発注伝票 _ □ × 

伝票タイプ 前払発注 

伝票番号 POO-1000011 

注文日付 20XX/4/10 納品予定日付 20XX/4/16 

取引先 仕入先A 得意先住所 本社 

倉庫 倉庫A プライスリスト 購買用(税別/JPY) 

明細 税額計算 

行番号 納品予定日付 倉庫 品目 数量 単価 税 行合計 

10 20XX/4/16 倉庫A 品目A 20 500 5% 10,000 

20 20XX/4/16 倉庫A 品目B 20 1,000 5% 20,000 

明細行合計 30,000 総合計 35,000 

発注書 

得意先A 御中 発行日：20XX/4/10 
発注伝票番号:POO-1000011 

株式会社OpenzBiz 
〒123-456 東京都港区 
赤坂△丁目-○□× 

行 |    品目     |    数量  |   単価  |   合計 

10 |    品目A   |    20     |     500  | 10,000 

20 |    品目B   |    20      |  1,000 | 20,000 

小計 

消費税 

合計 

30,000 

1,500 

31,500 

-ステータス 

操
作
ス
テ
ッ
プ
４ 

購買管理操作フロー／シナリオ２：前払発注 

 OpenBiz社は小規模な卸売業を営んでいる。仕入先Ａから商品を仕入れる際には、前払いでの支払いを要求されている。OpenBiz社は、4月10日に仕入先Ａに対して品目Ａ 20個と品目Ｂ20個を
発注し、 4月12日に仕入先Ａより請求書を受け取った。4月13日に代金を仕入先Ａの口座に振り込みし、4月16日に品目Ａ 20個と品目B 20個が入荷した。 
  

シナリオ２ 仕入の際に、仕入先から前払いでの支払いを要求されるケース 

発注伝票(Purchase Order Document)作成 

 発注伝票の「伝票タイプ（Document Type）」に「前払発注（Prepay  
Purchase Order）」を選択し、発注伝票を完成させ、発注書を印刷して、仕入
先Ａに送付（ＦＡＸ）する。 

（１）発注伝票を伝票タイプ「前払発注」を
使用して、完成させる。 

（２）「印刷         」ボタンを押し発注書を印刷し、
仕入先に送付する。 

支払伝票 _ □ × 

伝票タイプ 支払 

伝票番号 APP-1000033 

取引日付 20XX/4/21 転記定日付 20XX/4/21 

取引先 仕入先A 請求伝票 POO-1000011 

支払金額 31,000 通貨 JPY 

割引金額 0 貸倒損失 0 

アカウント ○銀行‐△支店-普1234567 

-金額 

過不足金 過不足金あり 

-ステータス 

  消込済み 

発注伝票   前払い 

支払伝票(Outgoings Payment)作成 出納帳(Account Book)記帳 

 明細行を作成 

× 既存伝票をもとに明細行を作成 

アカウント 

  

伝票番号 

伝票タイプ 認証コード 

提出タイプ 支払金額 

取引先 得意先A 取引日付 

通貨 日付 金額 

JPY 20XX/4/21 42,000 

選択 

□ 

入金支払 

APP-1000033 

_ □ × 

伝票タイプ 前払発注請求 

伝票番号 API-1000123 

請求日付 20XX/4/12 転記日付 20XX/4/12 

取引先 仕入先A 取引先住所 本社 

プライスリスト 購買用(税別/JPY) 支払条件 月末締翌月末払 

明細 税額計算 

行番号 品目 数量 単価 税 行合計 

10 品目A 20 500 5% 10,000 

20 品目B 20 1,000 5% 20,000 

明細行合計 30,000 総合計 31,500 

入出荷伝票明細 

MMR-1000021_10 

MMR-1000021_20 

仕入請求伝票 

-ステータス 

  支払済み 

発注番号 POO-1000011 

既存伝票をもとに明細作成 仕入請求伝票をもとに入荷伝票作成 

仕入請求伝票(AR Invoice Document)の作成  前払いの請求書が届いたら、「前払発注請求」の伝票タイプを使用し「仕入請求伝票」を作成する。 仕入請求伝票作成時に、
「既存伝票をもとに明細行を作成」ボタンを押し、仕入請求伝票明細を発注伝票明細と結びつけて作成する事により、完成にす
る際に自動で発注照合伝票が作成される。 

操
作
ス
テ
ッ
プ 
３ 

操
作
ス
テ
ッ
プ 
2 

操
作
ス
テ
ッ
プ 
1 

既存伝票をもとに明細行を作成 _ □ × 

  同じ倉庫の発注伝票のみ表示 

  

取引先 仕入先A 発注伝票 POO-100011 

保管場所 保管場所A 仕入請求伝票 

JAN/UPC/EAN 

□ 仕入請求伝票 保管場所 仕入先品目コード 行 品目 数量 RMA 

保管場所A 10 品目Ａ 20 

保管場所A 20 品目Ｂ 20 

  

  

（２） 「既存伝票をもとに明細行を
作成」ボタンを押し、入力した発注
伝票とその明細を選択し、仕入請
求伝票を完成する。 

_ □ × 入荷伝票 

伝票タイプ 入荷 

伝票番号 MMR-1000021 

移動日付 20XX/4/16 転記日付 20XX/4/16 

取引先 仕入先A 取引先住所 本社 

倉庫 倉庫A 

明細 

行番号 発注伝票明細 保管場所 品目 数量 

10 POO-1000011-10 倉庫A保管場所 品目A 20 

20 POO-1000011-20 倉庫A保管場所 品目B 20 

備考 

既存伝票をもとに明細作成 入荷伝票をもとに仕入請求伝票作成 

入荷伝票(Material Receipt Document)作成 

_ □ × 発注照合伝票 

伝票番号 MPO-1000123 

発注伝票明細 POO-1000011_10 

入荷伝票明細 

仕入請求伝票明細 API-1000123_10 

- 照合伝票明細 

_ □ × 発注照合伝票 

伝票番号 MPO-1000123 

発注伝票明細 POO-1000011_10 

入荷伝票明細 MMR-1000021_10 

API-1000123_10 

- 照合伝票明細 

仕入請求伝票明細 

_ □ × 請求照合伝票 

- 照合伝票明細 

仕入請求伝票明細 

伝票番号 MIV-1000123 

MMR-1000021_10 入荷伝票明細 

ARI-1000123_10 

  この操作フローでは、決算日時点で前払の支払は完了して

いるものの仕入品が未入荷の状態の取引がある場合には、そ
の分を、前払金として処理する必要がある。前払金とする金額
は、仕入請求伝票の入荷仮勘定の借方残高（※正確には仕入
請求伝票の伝票タイプ「前払発注請求」で入荷伝票と未照合の
残高）となる。前払金の計上はＧＬ仕訳で、借方：前払金／貸
方：仕入仮勘定 とし、翌月反対仕訳で取り消す。 

_ □ × 消込伝票 

伝票番号 ALC-1000176 

消込伝票明細 

売上仕入請求伝票 API-1000123 

入金支払伝票 APP-1000033 

（３） 操作ステップ２で作成した「仕入請求伝
票」を選択して、支払伝票を完成させる。 

（４） 仕入先Ａの口座に振り込み後、
出納帳を記帳する。「既存伝票をも
とに明細行作成」ボタンを押して、
支払伝票と結びつけて記帳する。 

（５） 「仕入請求伝票をもとに入荷伝票作成」
ボタンを押し、作成された入荷伝票を完成する。 

 支払伝票を作成し、支払を行い、出納帳に記帳する。支払伝票を作成する際には、支払
対象となる仕入請求伝票を入力する。そうする事で支払伝票を完成した時に、消込伝票が
自動作成される。 

 仕入先から入荷があったら入荷伝票を作成する。その際に、操作ス
テップ２で作成した仕入請求伝票の「仕入請求伝票をもとに入荷伝票
を作成」ボタンを押すと、仕入請求伝票の情報ともとに入荷伝票を自
動作成できる。そして作成した入荷伝票を完成させると、請求照合伝
票が作成され、既に作成されている発注照合伝票の入荷伝票明細
フィールドに作成された入会伝票明細の情報が代入される。 

【補足説明】 前払金の把握 
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更新履歴 

作成日／更新日 内容 

2013/6/1 作成中。 

作成者／更新者 

萩原 秀明 
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ossc@nri.co.jp http://openstandia.jp/ 

お問い合わせは、NRIオープンソースソリューションセンターへ 


